
北
　
海
　
道
　
医
　
報

北
海
道
医
師
会

発
行
人
　
北
海
道
医
師
会
長
　
松
家
　
治
道

編
集
人
　
情

報
広

報
部

長
　
橋
本
　
洋
一

風節
季

275
円（

税
込

）

令
和
４
年
１
月
１
日
　
第
１
２
４
０
号

　

令
和
３
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
、
令
和
３
年

度
日
本
医
師
会
女
性
医
師
支
援
・
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク

連
携
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
参
加
し
た
。

東
北
・
北
海
道
の
各
地
域
に
お
け
る
女
性
医
師
等
支

援
に
対
す
る
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
北
海
道
医

師
会
は
、
日
本
医
師
会
女
性
医
師
バ
ン
ク
と
密
に
連

携
し
、
「
顔
の
見
え
る
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
」
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
育
児
・
復

職
・
介
護
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
、

医
師
の
就
労
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
事
業
な
ど
、

幅
広
く
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
そ
の
活
動
は
高
い
評
価
を
受
け
、
携
わ
る
者
と

し
て
、
先
人
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
柔
軟

に
対
応
し
貢
献
す
る
の
が
責
務
で
あ
る
と
気
を
引
き

締
め
た
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
表
し
たT
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に
お
け
る
、
日
本

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
１
５
６
ヵ
国
中

１
２
０
位
と
、
前
回
同
様
に
先
進
国
の
中
で
最
低
レ

ベ
ル
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
韓
国
や
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
よ
り
低
い
結
果
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
に
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

医
療
界
に
お
い
て
は
、
本
邦
で
は
医
学
部
に
入
学

す
る
女
性
の
割
合
は
約
３
分
の
１
、
２
０
１
８
年
に

お
け
る
女
性
医
師
割
合
は
21
・
９
％
と
徐
々
に
増
加

を
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
に
お
け
る
女
性
医
師
比
率
は

平
均
48
・
５
％
（
２
０
１
８
年
）
に
対
し
、
日
本
は

21
・
１
％
と
最
下
位
で
あ
る
。
さ
ら
に
指
導
的
立
場

に
目
を
向
け
る
と
、
大
学
医
学
部
に
お
け
る
女
性
教

授
職
の
割
合
は
、
増
加
し
た
と
は
い
え
、
４
・
３
％

（
２
０
１
９
年
）
に
過
ぎ
な
い
。

　

一
般
的
に
女
性
の
就
業
率
は
Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
描
き
、

女
性
医
師
も
同
様
で
あ
る
。
女
性
医
師
で
は
、
出
産

育
児
を
行
う
卒
後
12
年
頃
に
就
業
率
は
落
ち
込
み

73
・
４
％
に
な
り
、
そ
の
後
約
８
割
に
回
復
す
る
。

生
物
学
的
女
性
と
し
て
出
産
育
児
で
い
っ
た
ん
職
場

を
離
れ
る
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、

そ
の
後
の
離
職
は
個
人
だ
け
の
問
題
で
あ
ろ
う
か
。

不
安
定
な
雇
用
形

態
、
男
女
役
割
の

固
定
観
念
（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
）
、
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ

イ
ア
ス
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
化
し
、
女
性
の
労
働
問
題
か
ら
女
性
の
活
躍
推
進

に
変
革
を
見
る
現
在
に
お
い
て
も
、
『
ガ
ラ
ス
の
天

井
（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
阻
む
見
え
な
い
障
害
）
』
、

『
水
漏
れ
パ
イ
プ
（
キ
ャ
リ
ア
が
進
む
に
つ
れ
て
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
女
性
の
割
合
が
減
る
こ
と
）
』

な
ど
の
フ
レ
ー
ズ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
女
性
管

理
職
登
用
が
難
し
い
現
状
が
あ
る
。

　

『
２
０
２
０
３
０
運
動
』
も
、
達
成
を
見
ず
に

２
０
２
２
年
を
迎
え
る
。
数
値
目
標
に
は
批
判
も
あ

る
が
、
30
％
（
黄
金
の
３
割
）
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

が
集
団
に
お
い
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
な
く
な
る
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
で
あ
り
、
意
思
決
定
の
た
め
に
必

要
な
最
低
限
の
数
字
で
あ
る
。
意
思
決
定
機
関
構
成

の
女
性
医
師
が
数
％
で
は
、
女
性
医
師
全
体
の
声
は

も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
女
性
の
ニ
ー
ズ
は
届
か
な
い
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
も
と
も
と
の
不
平

等
な
状
態
が
あ
る
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
公
正
に
す
る
た

め
の
措
置
で
あ
る
が
、
正
し
く
理
解
さ
れ
ず
に
、
女

性
優
遇
や
逆
差
別
と
い
う
意
見
も
耳
に
す
る
。
確
か

に
女
性
管
理
職
の
増
加
は
目
的
で
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
女
性
管
理
職
の
登
用
・
増
加
を
掲
げ

な
い
女
性
活
躍
と
は
、
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
女
性

が
家
事
・
育
児
・
介
護
を
担
い
、
か
つ
低
い
賃
金
で

高
い
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
社
会
は

幸
せ
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

女
性
活
躍
に
は
、
女
性
が
当
た
り
前
に
活
躍
で
き

る
土
壌
を
作
り
、
性
別
に
関
係
な
く
個
々
の
能
力
・

ス
キ
ル
を
重
視
す
る
価
値
観
、
育
成
の
た
め
の
公
正

な
機
会
の
提
供
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
出
産
育
児

は
地
域
社
会
に
お
け
る
貢
献
の
一
つ
で
あ
り
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
生
活
も
そ
の
人
に
と
っ
て
一

つ
の
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
と
社
会
や
組
織
は
認
識
す
べ

き
だ
ろ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
人
間
と
し
て
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
実
現

で
き
る
機
会
が
、
す
べ
て
の
医
師
に
与
え
ら
れ
る
こ

と
を
切
に
願
う
。

　

中
学
時
代
に
習
っ
た
英
語
の
一
文
は
、
い
ま
だ

に
私
の
核
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。G

o
d
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天
は
自
ら
助
く

る
も
の
を
助
く
。
頑
張
っ
て
い
る
人
す
べ
て
が
輝
け

ま
す
よ
う
に
。

　

ぜ
ひ
、
育
児
・
介
護
・
自
身
の
疾
患
な
ど
で
医
師

継
続
や
キ
ャ
リ
ア
に
悩
ん
で
い
る
方
、
立
ち
止
ま
ろ

う
か
と
迷
う
時
、
部
下
を
ど
の
よ
う
に
応
援
す
れ
ば

よ
い
か
悩
む
時
、
家
庭
内
の
男
女
共
同
参
画
に
も
当

会
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。
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